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０ 本時の目標

Ⅰ はじめに

Ⅱ 研究内容

Ⅲ まとめ

Ⅳ 振り返り

〇職業に関する教科の効果的な学習評価を理解する



Ⅰ はじめに
令和4年度 高等学校学習指導要領

指導と評価の
一体化

(1) 知識及び技能の習得
(2) 思考力、判断力、表現力等の育成
(3) 学びに向かう力、人間性等を涵養

第３款 教育課程の実施と学習評価

(2) 学習評価の充実

３観点に
整理

① 内容や時間などのまとまりで実施
② 生徒主体の授業改善の実施

第１款 高等学校教育の基本と教育課程の役割
「生きる力を育む」資質・能力の育成＝三つの柱

(1) 主体的・対話的で深い学びの実現

① 生徒の学習意欲の向上
② 教師の指導改善



Ｒ２共同研究「職業に関する教科における学習評価の研究」

１．研究成果

(2) 指導と評価が一体となる授業を実現する見取り

☞学習評価に関する課題とその改善に向けた調査研究

２．研究課題
〇観点別評価に影響を及ぼす方法
① 観点「思考力･判断力･ 表現力等」は評価方法が曖昧
※「思考･判断･表現」の評価方法に関する支援が必要

(1) 学習評価に関する資料作成
〇学習評価の在り方 〇評価規準の設定 〇観点別評価

① 教師が生徒を見取る規準（評価）を明確化
② 生徒の学習活動の「表れ」を、
教師が「見取り＝評価」につなげる(学習意欲の向上)
③ 教師の評価を「授業改善」につなげる(指導改善)



令和３年度 産業教育班 共同研究
職業に関する教科における学習評価の実践研究

－指導と評価の一体化に向けて－

１ 学習評価の在り方と実態の把握（１年目）
(1) 理論研究＝観点別学習状況の評価
(2) 実態調査＝観点「思考力･判断力･表現力等」支援

２ 観点別学習状況の評価の充実（２年目･今年度）
(1) 資料「各教科における指導と評価の一体化」
(2) 実践研究による観点別学習状況の評価への取組

評価の充実 ＝ 指導と評価の一体化

教師の指導改善

〇評価資料による支援
〇観点評価方法の実践

生徒の学習意欲の向上

〇学習目標への共有
〇学習活動の明確化



令和２年度
「学習評価の研究と調査」
１．研究成果

(2) 指導と評価の一体化には
授業(評価)の見取りが有効

２．研究課題

〇観点「思考･判断･表現」
は評価方法が曖昧

(1) 学習評価の資料を精査
〇学習評価の在り方
〇評価規準の設定
〇観点別評価

(2) 授業研究
⇒指導と評価の振り返り
⇒授業改善につなげる

共同研究 －指導と評価の一体化に向けて－
令和３年度

「学習評価の実践研究」

①生徒を見取る規準(評価)
②学習活動の「表れ」を、
教師が「見取る(評価) 」

１．研修用資料

資料「各教科における指導
と評価の一体化」

２．研究授業
〇観点別学習状況の評価

⇒研究協力員
⇒教育課程研修会

(1)専科における学習評価
⇒効果的な評価と見取り
⇒「思考･判断･表現」評価



Ⅰ はじめに

Ⅱ 研究内容

Ⅲ まとめ

〇資質・能力の三つの柱

〇指導と評価の一体化

共同研究（R2)

学習評価の研究・実態
「見取り・評価方法」

Ⅳ 振り返り

０ 本時の目標

Ⅱ 研究内容

〇職業に関する教科の効果的な学習評価を理解する



Ⅱ 研究内容
１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」
について

２ 実践研究による観点別学習状況の評価への
取組みについて

３ 各教科・科目における実践研究について

４ 実践研究における指導と評価の一体化
について

１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」
について



１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」について
資料は、

項目は、

・教師に理解やすい内容
→専門学科共通 →各教科（農業･工業･商業）

・専門学科が取組む指導と評価の一体化について

第２章 職業教育を主とする専門学科 -各教科-
Ⅲ 各教科に関する事例について
Ⅳ 協議課題提出用データ

第１章 職業教育を主とする専門学科 -共通資料-
Ⅰ 専門学科における指導と評価の一体化
Ⅱ 参考資料（年間指導計画、評価の総括など）



１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」について

第１章 職業教育を主とする専門学科 共通資料

Ⅰ 専門学科における指導と評価の一体化
１ 学習評価の充実を目指して
２ 工業科の目標と評価の観点及びその趣旨
３ 産業教育の資質・能力を育成する学びの過程
４ 指導と評価のポイント【評価規準と見取り】
５ 観点別学習状況の評価と評定の役割
６ 観点別学習状況の評定への総括
７ 学習指導と評価計画

Ⅱ 参考資料
① 年間指導計画
② 年間指導評価計画
③ 観点別学習状況の評価の総括

(1) 資料「職業教育を主とする専門学科 –共通資料-

ねらい
・新学習指導要領の読み取り方
・産業教育の資質・能力の育成
・観点別学習状況の評価
・評価と評定

ねらい
・例示による学習活動の指導と評価



① 資料：学習評価の充実を目指して

Point①
３つの
重要事項

・評価の捉え方
・観点の在り方
・組織的な取組

図１ Ⅰ－１ 学習評価の充実を目指して

１ 学習評価の充実を目指して



② 資料：指導と評価のポイント

・育成する資質・能力を明確にした評価規準
・学習活動における具体的な生徒の表われ
・明確な指導方法と具体的な評価方法

４ 指導と評価のポイント【評価規準と見取り】

(1) 指導（授業実践）のポイント【評価規準】

産業教育においては三つの柱に沿った資質・能力を育成するため、
各教科に関連する職業における具体的な課題を踏まえた課題解決的な
学習（「３ 資質・能力を育成する学びの過程」）の充実が求められ、
学習内容においては「育成を目指す資質・能力が生徒に身に付いたか
を判断する具体的な『評価規準』の設定が大切である。

(2) 評価（評価活動）のポイント【表れと見取り】

学習評価は、「子どもの学習活動における具体的な『評価規準（表
れ）』を教師が『見取る』ことが大切である。観点別学習状況の評価に
おいて、生徒の「表れ」を、教師が「見取り」、生徒の「学習改善」に
つなげることが重要である。

図２ Ⅰ－４ 指導と評価のポイント

Point②
評価規準と見取り



７ 学習指導と評価計画
Point③

各項目の具体的な活用

〇
指
導
と
評
価
の
流
れ

〇
解
説
・
留
意
点

③ 資料：学習指導と評価計画



③ と を踏まえた評価規準における具体的
な評価場面や評価方法等を作成する。
参照:４指導と評価のポイント
参照:８授業実践と評価活動
参照:９評価の観点に適した評価方法
参照:10観点別学習状況の評価方法
④ 「 『授業の実施』」では、評価規準に
沿って「生徒の学習改善につなげる『指導に
生かす評価』 (形成的評価) 」を行う。
⑤ 「 『観点ごとの総括』」で授業を振り返
り、『教師の指導改善』につなげる。

※ ～ を繰り返し、指導と評価における教育活
動の質を向上させることが大切である。

3 4 

6 

7 
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７ 学習指導と評価計画

指導と評価の流れ 解説・留意点

指導と評価の計画を作成【見直し】

「授業の実施」【生徒の学習改善】

観点ごとに総括【教師の指導改善】

学科・担当教諭間での評価の共通理解

評定への総括

⑥ 単元などのまとまりごとに、集めた評価資料
(成果物やワークシート、ルーブリック等)や
それに基づく評価結果などから、観点ごとの
総括的評価を行う。
⑦ 評価に関しては、学科や担当教師間で共有
することで評価の偏りをなくし、学校全体で
組織的に学習評価の改善につなげる。
参照:５観点別学習状況の評価と評定の役割
参照:６観点別学習状況の評定への総括

図３ Ⅰ－７ 学習指導と評価計画

5

6

7

8

9



１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」について

第２章 職業教育を主とする専門学科 各教科

Ⅲ 各教科・科目に関する事例について
１ 学習評価の基本的な考え（確認用）
２ 各教科・科目に関する事例

(1) 授業実践と評価活動
(2) 評価の観点に適した評価方法
(3)観点別学習状況の評価方法
３ 協議課題の掲示

Ⅳ 協議課題提出用エクセルデータ
① 協議課題シート：例題
② 協議課題シート：協議課題

(2) 資料「職業教育を主とする専門学科 –各教科-

ねらい
・学習評価の基本的な考え方や事例
・学習評価の具体的な学習評価の理解

ねらい
・実施科目の学習評価を作成



① 資料：授業実践と評価活動

図４ Ⅲ２（１）授業実践と評価活動（農業）

Point①
評価の流れ図

・学習評価の
手順を、６つ
の工程で示
す



② 資料：評価の観点に適した評価方法

図５ Ⅲ２（２）④ 指導と評価の計画（工業）

日頃の授業における評価方法
○形成的評価：教師の指導改善や生徒を伸ばすために行う評価
○総括的評価：記録を残し学習の判定に活用する評価

Point②

評価の観点
のバランス

Point③

評価方法
の例示

・評価による
指導改善や
学習意欲の
向上

日頃の授業における評価方法
○形成的評価：教師の指導改善や生徒を伸ばすために行う評価
○総括的評価：記録を残し学習の判定に活用する評価

・バランスの
良い学習評
価を計画



③ 資料：観点別学習状況の評価方法
Point④
具体的な
評価事例

図６ Ⅲ２（３）⑤ 授業（指導と評価）（商業）

・評価「B」が
評価規準

・生徒の身に
つけさせたい
学習内容



④ 協議課題について

表２ 教育課程研修会協議課題（農業・工業・商業）

項 目
内 容

農 業 工 業 商業

協議課題 学習評価の進め方の①～④に沿った「単元計画・評価計画」の作成

課題単元

① 指定

科目「農業と環境」の〔指導
項目〕（２）暮らしと農業 １学年で履修する科目

科目「ビジネス基礎」の
〔指導項目〕（５）企業活動

② 自由
１学年で履修する科目

作成内容
・

留意点

・学科の特性を生かした単元
設定

・学科で協働して取組み、

学科ごとで２つの単元計画
を作成

・次年度に実践できる内容
・提出様式を参照して作成

・学科の特性を生かした単
元設定

・学科で協働して取組み、
学科ごとで単元計画を
作成

・次年度に実践できる内容
・提出様式を参照して作成

・教科内で協議して取組む

・次年度に実践できる内容
・提出様式を参照して作成

Point⑤
共通項目・評価活動

・項目を共通にして、産業教育の視点を共有

・内容は、各教科の特性合わせて理解しやすい内容



Ⅱ 研究内容
１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」
について

２ 実践研究による観点別学習状況の評価への
取組みについて

３ 各教科・科目における実践研究について

４ 実践研究における指導と評価の一体化
について

２ 実践研究による観点別学習状況の評価への
取組みについて



２ 実践研究による観点別学習状況の評価への取組み

(1) 研究協力員
〇学校の地域性や学科の特色
〇教育課程に関する知識も豊富な中堅教諭

(2) 科 目
〇学校・学科の特色ある科目
〇学習評価に実験・実技がある

学科 学校名 学科名 科 目 研究協力員 担当主事

農 業 南部農林高校
食料生産科

食品加工
（学校設定科目）

安座間 健 上 唐 由紀子

生物資源科 農業と環境 徳 永 公 男 兼 次 あかね

工 業
那覇工業高校 電 気 科 実習（電気） 具志堅 良 彦 佐久本 厚

南部工業高校 機 械 科 機械工作 長 濱 隆 史 塩 浜 浄

商 業 那覇商業高校 国際経済科 ビジネス基礎
小 原 満 春

新 垣 安 之
安座名 清 子

表３ 研究授業における研究協力員と科目及び担当主事について



２ 実践研究による観点別学習状況の評価への取組み

(3) 学習評価に関する資料について
① 学習指導案の作成

② 年間指導計画の作成

「指導と評価の整合性」の見える化

ア 学習計画の留意点
〇学習指導（評価規準）と生徒の評価(見取り）

イ 観点別学習状況の評価（R2年度研究の課題）
〇評価の観点：思考力･判断力･表現力等

〇基本フォームにより指導内容を共通
ア 特記事項（標準単位数や他の科目での履修）
イ 科目目標、評価の観点の欄
ウ 指導内容と教材（教科書のページ）



２ 実践研究による観点別学習状況の評価への取組み

(4) 実践研究に向けて
※班内研究会議の取組み

① 学習指導案による指導と評価の共通理解
ア 科目・単元目標
イ 単元評価計画（３観点のバランス）
ウ 本時の目標を達成する指導と評価

② 授業研究会の内容
ア 観点別の学習指導と評価について
イ 授業展開（生徒の見取り）について

③ アンケート結果による研究授業の分析
ア 対 象：研究協力員、参加教諭、生徒、主事
イ 質問項目：教師16問、生徒11問、主事18問



Ⅱ 研究内容
１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」
について

２ 実践研究による観点別学習状況の評価への
取組みについて

３ 各教科・科目における実践研究について

４ 実践研究における指導と評価の一体化
について

３ 各教科・科目における実践研究について



３ 各教科・科目における実践研究について

実践科目の分析
① 基本情報：科目,単元,本時の目的(観点),授業形態

※共通の観点＝思考・判断・表現

指導と評価の一体化へつなげるキーワード
〇生徒の学習意欲の向上につなぐ
〇教師の指導改善につなぐ

② 学習指導の取組
※つなぐ９つのポイント

③ アンケート結果（生徒用のみ）
※本時に身についた観点

つなぐ９つのポイント



つなぐ９つのポイント

〇生徒の学習意欲の向上
つなぐＡ 多面的(記述、口頭、図表など)な見取りの工夫
つなぐＢ 判断基準を踏まえた評価のポイント(ﾜｰｸｼｰﾄなど)
つなぐＣ 生徒との目標共有(評価規準)(ﾜｰｸｼｰﾄ、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ)
つなぐＤ 学んだことを関連させ、考え、深める問いの工夫
つなぐＥ 計画的(継続的･段階的)な

生徒の変容(学習意欲の高まり)の取組

〇教師の指導改善
つなぐＦ タイムマネジメントにより

「まとめ」「振り返り」を行う完結型の授業
つなぐＧ 各観点がつながる学習指導による効果的な学習活動
つなぐＨ 個別学習から協働学習につなげる

主体的・対話的で深い学び
つなぐＩ 教員間の評価の共有(ﾜｰｸｼｰﾄ、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸなど)

表５ つなぐ９つのポイント



(1) 農業科 ①基本情報

３ 各教科・科目における実践研究について

項目 実践① 実践②

科 目 農業と環境
生産加工
（学校設定科目）

単 元
作物をとりまく環境
とその管理

食材を活用したｵﾘ
ｼﾞﾅﾙｼﾞｬﾑの開発

本時の
目的
（観点）

○思考・判断・表現
○主体的に学習に
取り組む態度

○思考・判断・表現
○主体的に学習に
取り組む態度

授業
形態

実技(座学) 実技(座学)

教材 ワークシート ワークシート、食材



(1) 農業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践① 実践②

思考･
判断･
表現
の学習
指導

実験結果をまとめ、
グループで考察させ、
ワークシートにまとめ
た内容での見取りがで
きた。

実際に素材を使用する
ことで、既習事項の知
識・技術を踏まえた思考
力を導き、判断させる学
習活動は有効であった。

評 価

ワークシートなどの
書く活動（言語活動）
は、生徒一人一人の思
考（評価）が読み取り
やすい。

教材（ワークシートや
実習記録簿）の役割（学
習活動）を明確（分け
る）にすることにより、
観点の評価（見取り）が
実施しやすい。

授業展開

生徒への連続的な問
いにより思考を深めて
いた。

グループでの意見交換
は活発に行えており、既
習知識の活用も見られる。



(1) 農業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践① 実践②

思考･
判断･
表現
の学習
指導

実験結果をまとめ、
グループで考察させ、
ワークシートにまとめ
た内容での見取りがで
きた。

実際に素材を使用する
ことで、既習事項の知
識・技術を踏まえた思考
力を導き、判断させる学
習活動は有効であった。

評 価

ワークシートなどの
書く活動（言語活動）
は、生徒一人一人の思
考（評価）が読み取り
やすい。

教材（ワークシートや
実習記録簿）の役割（学
習活動）を明確（分け
る）にすることにより、
観点の評価（見取り）が
実施しやすい。

授業展開

生徒への連続的な問
いにより思考を深めて
いた。

グループでの意見交換
は活発に行えており、既
習知識の活用も見られる。

◇つなぐＡ
多面的見取り

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＡ
多面的見取り

◇つなぐＡ
多面的見取り

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＡ
多面的見取り

多面的(記述、
口頭、図表な
ど)な見取りの
工夫

学んだことを
関連させ、考え、
深める問いの工
夫



(1) 農業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践① 実践②

思考･
判断･
表現
の学習
指導

実験結果をまとめ、
グループで考察させ、
ワークシートにまとめ
た内容での見取りがで
きた。

実際に素材を使用する
ことで、既習事項の知
識・技術を踏まえた思考
力を導き、判断させる学
習活動は有効であった。

評 価

ワークシートなどの
書く活動（言語活動）
は、生徒一人一人の思
考（評価）が読み取り
やすい。

教材（ワークシートや
実習記録簿）の役割（学
習活動）を明確（分け
る）にすることにより、
観点の評価（見取り）が
実施しやすい。

授業展開

生徒への連続的な問
いにより思考を深めて
いた。

グループでの意見交換
は活発に行えており、既
習知識の活用も見られる。

◇つなぐＡ
多面的見取り

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＡ
多面的見取り

◇つなぐＡ
多面的見取り

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＡ
多面的見取り



(1) 農業科 ②学習指導の取組 ◆課 題

項目 実践① 実践②

思考･
判断･
表現
の学習
指導

思考の場面をどのよ
うに見取るのか、その
手段と授業を実践しな
がら、それが実際に可
能なのか非常に難しい。

「思考」に関する記
述の評価は、評価項目
が複数含まれると採点
に時間を多く要するた
め、継続が難しい。

評 価

明確な判断基準と丁
寧な見取りが必要であ
る。

生徒へ評価規準を示
すことで、生徒の学習
活動を促進が期待でき
る（ただし、教材の精
選が必須）。

授業展開

授業の初めに評価規
準を生徒と共有する。

学習内容が多く、話
し合いや考える時間が
あっても、書く時間が
なかった。



(1) 農業科 ②学習指導の取組 ◆課 題

項目 実践① 実践②

思考･
判断･
表現
の学習
指導

思考の場面をどのよ
うに見取るのか、その
手段と授業を実践しな
がら、それが実際に可
能なのか非常に難しい。

「思考」に関する記
述の評価は、評価項目
が複数含まれると採点
に時間を多く要するた
め、継続が難しい。

評 価

明確な判断基準と丁
寧な見取りが必要であ
る。

生徒へ評価規準を示
すことで、生徒の学習
活動を促進が期待でき
る（ただし、教材の精
選が必須）。

授業展開

授業の初めに評価規
準を生徒と共有する。

学習内容が多く、話
し合いや考える時間が
あっても、書く時間が
なかった。

◆つなぐＥ
計画的な
生徒の変容

◆つなぐＥ
計画的な
生徒の変容

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◆つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

計画的(継続的･段階的)な
生徒の変容(学習意欲の高ま
り)の取組が課題



(1) 農業科 ②学習指導の取組 ◆課 題

項目 実践① 実践②

思考･
判断･
表現
の学習
指導

思考の場面をどのよ
うに見取るのか、その
手段と授業を実践しな
がら、それが実際に可
能なのか非常に難しい。

「思考」に関する記
述の評価は、評価項目
が複数含まれると採点
に時間を多く要するた
め、継続が難しい。

評 価

明確な判断基準と丁
寧な見取りが必要であ
る。

生徒へ評価規準を示
すことで、生徒の学習
活動を促進が期待でき
る（ただし、教材の精
選が必須）。

授業展開

授業の初めに評価規
準を生徒と共有する。

学習内容が多く、話
し合いや考える時間が
あっても、書く時間が
なかった。

◆つなぐＥ
計画的な
生徒の変容

◆つなぐＥ
計画的な
生徒の変容

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◆つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準



(1) 農業科 ③アンケート結果（生徒用58名）

質 問
Ａ:
思う

Ｂ:
やや思う

Ｃ:あまり
思わない

Ｄ:
思わない

数 % 数 % 数 % 数 %

㋐ 本日の授業で、３つの力(３観点)はどの程度身に付きましたか？

・知識・技術 20 37.0 32 59.3 2 3.7 0 0.0

本時 〇思考・判断・表現力 22 40.7 29 53.7 3 5.6 0 0.0

本時 〇主体的な学習態度 27 50.0 23 42.6 4 7.4 0 0.0

㋑授業は理解しやすかったか 36 66.7 17 31.4 1 1.9 0 0.0

㋒学習活動は、満足できたか 32 59.3 20 37.0 2 3.7 0 0.0

④ 観点別学習状況の評価の取組について
農業科の座学を含む実技の学習では、ワークシート等を

活用した「思考・判断・表現を促す学習」と協働的なグ
ループ活動による「主体的な学習への取組み」は、「思考
力・判断力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」
の観点の学習において効果的であることが分かった。



(2) 工業科 ①基本情報

３ 各教科・科目における実践研究について

項目 実践③ 実践④

科 目 機械工作 実習（電気科）

単 元 各種の工作法 シーケンス制御

本時の
目的
（観点）

○知識・技術
○思考・判断・表現

○知識・技術
○思考・判断・表現

授業
形態

座学 実技

教材 ワークシート、ICT ワークシート、装置



(2) 工業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践③【座学】 実践④【実技】

思考･
判断･
表現
の学習
指導

「思考･判断･表現」
の育成を促すため、課
題を「金型のメリッ
ト・デメリット」とし、
学習活動を明確にした。

導入でルーブリック
を生徒に示すことで、
生徒が評価を意識した
授業ができた。

評 価

ワークシートにより、
生徒の学習目的(観点)
の達成に向け、学習活
動を導くことができた。

実技課題は、その場
の指導(形成的評価)が、
生徒の学習活動の支援
が効果的だった。

授業展開

いつもより(資料と
合わせて)ワークシー
トの内容について考え
ることができた。

授業展開を知識・技
術と思考・判断・表現
の時間と観点を分けて
展開することで、学習
活動が明確になった。



(2) 工業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践③【座学】 実践④【実技】

思考･
判断･
表現
の学習
指導

「思考･判断･表現」
の育成を促すため、課
題を「金型のメリッ
ト・デメリット」とし、
学習活動を明確にした。

導入でルーブリック
を生徒に示すことで、
生徒が評価を意識した
授業ができた。

評 価

ワークシートにより、
生徒の学習目的(観点)
の達成に向け、学習活
動を導くことができた。

実技課題は、その場
の指導(形成的評価)が、
生徒の学習活動の支援
が効果的だった。

授業展開

いつもより(資料と
合わせて)ワークシー
トの内容について考え
ることができた。

授業展開を知識・技
術と思考・判断・表現
の時間と観点を分けて
展開することで、学習
活動が明確になった。

◇つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◇つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＥ
計画的な
生徒の変容

学んだこと
を関連させ、
考え、深める
問いの工夫

計画的(継続
的･段階的)な
生徒の変容(学
習意欲の高ま
り)の取組



(2) 工業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践③【座学】 実践④【実技】

思考･
判断･
表現
の学習
指導

「思考･判断･表現」
の育成を促すため、課
題を「金型のメリッ
ト・デメリット」とし、
学習活動を明確にした。

導入でルーブリック
を生徒に示すことで、
生徒が評価を意識した
授業ができた。

評 価

ワークシートにより、
生徒の学習目的(観点)
の達成に向け、学習活
動を導くことができた。

実技課題は、その場
の指導(形成的評価)が、
生徒の学習活動の支援
が効果的だった。

授業展開

いつもより(資料と
合わせて)ワークシー
トの内容について考え
ることができた。

授業展開を知識・技
術と思考・判断・表現
の時間と観点を分けて
展開することで、学習
活動が明確になった。

◇つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◇つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＤ
問いの工夫

◇つなぐＥ
計画的な
生徒の変容



(2) 工業科 ②学習指導の取組 ◆課 題

項目 実践③【座学】 実践④【実技】

思考･
判断･
表現
の学習
指導

生徒に思考・判断さ
せ、表現させるまでの
問いかけ、ヒントの工
夫が必要である。

ワークシート内の
「 教 師 の 確 認 (見 取
り)」の項目が少し足り
なかった。

評 価

発問やワークシート
の問いに対して、時間
の関係で教師が答えて
しまった。

ワークシートの評価
規準「思考・判断・表
現」の「思考」「判
断」「表現」の見取り
が明確になっていない。

授業展開

ワークシートは項目
が多く、思考を深める
時間が少なかった。

授業計画がうまくい
かなかったため、タイ
ムマネジメントを意識
した授業が必要である。



(2) 工業科 ②学習指導の取組 ◆課 題

項目 実践③【座学】 実践④【実技】

思考･
判断･
表現
の学習
指導

生徒に思考・判断さ
せ、表現させるまでの
問いかけ、ヒントの工
夫が必要である。

ワークシート内の
「 教 師 の 確 認 (見 取
り)」の項目が少し足り
なかった。

評 価

発問やワークシート
の問いに対して、時間
の関係で教師が答えて
しまった。

ワークシートの評価
規準「思考・判断・表
現」の「思考」「判
断」「表現」の見取り
が明確になっていない。

授業展開

ワークシートは項目
が多く、思考を深める
時間が少なかった。

授業計画がうまくい
かなかったため、タイ
ムマネジメントを意識
した授業が必要である。

◆つなぐＤ
問いの工夫

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＦ
まとめ・振り返り
〇タイムマネジメント

◆つなぐＧ
観点をつなぐ
〇学習指導

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＦ
まとめ・振り返り

〇タイムマネジメント

判断基準を
踏まえた評価
のポイント(ﾜｰ
ｸｼｰﾄなど)が課
題

タイムマネジ
メントにより
「まとめ」「振
り返り」を行う
完結型の授業が
課題



(2) 工業科 ②学習指導の取組 ◆課 題

項目 実践③【座学】 実践④【実技】

思考･
判断･
表現
の学習
指導

生徒に思考・判断さ
せ、表現させるまでの
問いかけ、ヒントの工
夫が必要である。

ワークシート内の
「 教 師 の 確 認 (見 取
り)」の項目が少し足り
なかった。

評 価

発問やワークシート
の問いに対して、時間
の関係で教師が答えて
しまった。

ワークシートの評価
規準「思考・判断・表
現」の「思考」「判
断」「表現」の見取り
が明確になっていない。

授業展開

ワークシートは項目
が多く、思考を深める
時間が少なかった。

授業計画がうまくい
かなかったため、タイ
ムマネジメントを意識
した授業が必要である。

◆つなぐＤ
問いの工夫

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＦ
まとめ・振り返り
〇タイムマネジメント

◆つなぐＧ
観点をつなぐ
〇学習指導

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＦ
まとめ・振り返り

〇タイムマネジメント



(2) 工業科 ③アンケート結果（生徒用28名）

質 問
Ａ:
思う

Ｂ:
やや思う

Ｃ:あまり
思わない

Ｄ:
思わない

数 % 数 % 数 % 数 %

㋐ 本日の授業で、３つの力(３観点)はどの程度身に付きましたか？

本時 〇知識・技術 14 50.0 11 39.3 3 10.7 0 0.0

本時 〇思考・判断・表現力 11 39.3 11 39.3 4 14.3 2 7.1

・主体的な学習態度 14 50.0 11 39.3 3 10.7 0 0.0

㋑授業は理解しやすかったか 19 67.9 8 28.5 1 3.6 0 0.0

㋒学習活動は、満足できたか 15 53.6 9 32.1 3 10.7 1 3.6

④ 観点別学習状況の評価の取組について
工業科の座学と実技の学習では、ワークシートや実技に
よる「思考・判断・表現」の学習活動を「主体的な学習」
として捉えていることが分かる。このことから、生徒の
「思考・判断・表現」の学習活動から「主体的な学習」を
見取る評価（学習活動）が効果的であることが推測される。



(3) 商業科 ①基本情報

３ 各教科・科目における実践研究について

項目 実践⑤

科 目 ビジネス基礎

単 元
大項目「第５章 企業活動」
小項目「ウ 資金調達」

本時の目的
（観点）

○思考・判断・表現

授業形態 座学

教材 ワークシート、教材（協働学習）



(3) 商業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践⑤

思考･判断･表現
の学習指導

〇資金調達の方法、種類について調べ学習
→グループの話し合い･考えをまとめる
→発表→質疑応答の一連の取組による
見取りが良かった。

〇発表質問後、教師からの更なる問いかけ
で更に思考が深まる。

評 価

〇発表用の教師用評価シートの作成（ルー
ブリック評価）。

〇導入時に本時の評価規準を生徒に示し確
認したこと。

授業展開
〇思考ツール（教材）を活用し、思考・判
断・表現を促す効果的な学習活動。



(3) 商業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践⑤

思考･判断･表現
の学習指導

〇資金調達の方法、種類について調べ学習
→グループの話し合い･考えをまとめる
→発表→質疑応答の一連の取組による
見取りが良かった。

〇発表質問後、教師からの更なる問いかけ
で更に思考が深まる。

評 価

〇発表用の教師用評価シートの作成（ルー
ブリック評価）。

〇導入時に本時の評価規準を生徒に示し確
認したこと。

授業展開
〇思考ツール（教材）を活用し、思考・判
断・表現を促す効果的な学習活動。

◇つなぐＡ
多面的な見取り

◇つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◇つなぐＤ
問いの工夫

生徒との目標共有(評価
規準)(ﾜｰｸｼｰﾄ、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ)



(3) 商業科 ②学習指導の取組 ◇良い点

項目 実践⑤

思考･判断･表現
の学習指導

〇資金調達の方法、種類について調べ学習
→グループの話し合い･考えをまとめる
→発表→質疑応答の一連の取組による
見取りが良かった。

〇発表質問後、教師からの更なる問いかけ
で更に思考が深まる。

評 価

〇発表用の教師用評価シートの作成（ルー
ブリック評価）。

〇導入時に本時の評価規準を生徒に示し確
認したこと。

授業展開
〇思考ツール（教材）を活用し、思考・判
断・表現を促す効果的な学習活動。

◇つなぐＡ
多面的な見取り

◇つなぐＣ
目標の共有
〇評価規準

◇つなぐＡ
多面的な見取り

◇つなぐＤ
問いの工夫



(3) 商業科 ②学習指導の取組 ◆課 題
項目 実践⑤

思考･判断･表現
の学習指導

グループワークの際、担当を決め
て話し合いやまとめ(学習活動)の流
れを把握することで評価につなげる。

評 価

〇複数担当者との評価規準のすり
合わせにより、生徒を見とる必要
があった。

〇行動観察による見取り方法の検討。

授業展開
振り返り、まとめの時間の確保

（タイムマネジメント）。



(3) 商業科 ②学習指導の取組 ◆課 題
項目 実践⑤

思考･判断･表現
の学習指導

グループワークの際、担当を決め
て話し合いやまとめ(学習活動)の流
れを把握することで評価につなげる。

評 価

〇複数担当者との評価規準のすり
合わせにより、生徒を見とる必要
があった。

〇行動観察による見取り方法の検討。

授業展開
振り返り、まとめの時間の確保

（タイムマネジメント）。

◆つなぐＩ
教師間の評価の共有

◆つなぐＦ
まとめ・振り返り

〇タイムマネジメント

◆つなぐＡ
多面的な見取り

◆つなぐＢ
評価のポイント〇判断基準教員間の評価の共有(ﾜｰ

ｸｼｰﾄ、ﾙｰﾌﾞﾘｯｸなど)が課
題



(3) 商業科 ②学習指導の取組 ◆課 題
項目 実践⑤

思考･判断･表現
の学習指導

グループワークの際、担当を決め
て話し合いやまとめ(学習活動)の流
れを把握することで評価につなげる。

評 価

〇複数担当者との評価規準のすり
合わせにより、生徒を見とる必要
があった。

〇行動観察による見取り方法の検討。

授業展開
振り返り、まとめの時間の確保

（タイムマネジメント）。

◆つなぐＢ
評価のポイント
〇判断基準

◆つなぐＩ
教師間の評価の共有

◆つなぐＦ
まとめ・振り返り

〇タイムマネジメント

◆つなぐＡ
多面的な見取り

◆つなぐＢ
評価のポイント〇判断基準



(3) 商業科 ③アンケート結果（生徒用38名）

質 問
Ａ:
思う

Ｂ:
やや思う

Ｃ:あまり
思わない

Ｄ:
思わない

数 % 数 % 数 % 数 %

㋐ 本日の授業で、３つの力(３観点)はどの程度身に付きましたか？

・知識・技術 30 78.9 8 21.1 0 0.0 0 0.0

本時 〇思考・判断・表現力 24 63.2 14 36.8 0 0.0 0 0.0

・主体的な学習態度 22 57.9 14 36.8 2 5.3 0 0.0

㋑授業は理解しやすかったか 32 84.2 4 10.5 2 5.3 0 0.0

㋒学習活動は、満足できたか 26 68.5 11 28.9 1 2.6 0 0.0

④ 観点別学習状況の評価の取組について
商業科の座学において、ワークシートなどの教材やグ
ループ活動・発表を「思考・判断・表現」と関連させた授
業展開は、「知識・技術」や「思考・判断・表現」の観点
の学習に効果的であるだけでなく、「主体的な学習」につ
ながることも推測される。



(4) 指導と評価へつなげる実践研究のまとめ
（研究協力員とセンター主事の振り返り）

３ 各教科・科目における実践研究について

実践研究 ＝ つなぐ９つのポイントで分析
② 学習指導の取り組み
・学習指導（観点別（思考・判断・表現））
・評 価（良い点、課題）
・授業展開（生徒の学習意欲、教師の指導改善）



①観点別【思考・判断・表現】の学習指導について

良い点の「つなぐ」

各教科
授業
形態

つなぐ
（生徒の学習意欲の向上）

つなぐ
（教師の指導改善）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ
農業① 実＋座 1 1
農業② 実＋座 2 2 1
工業① 座学 1 1 1 1
工業② 実技 2 1 1 1
商 業 座学 2 1 1
合計 － 8 3 1 4 3 0 1 0 0

各教科
授業
形態

つなぐ
（生徒の学習意欲の向上）

つなぐ
（教師の指導改善）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ
農業① 実＋座 1 1
農業② 実＋座 1 2
工業① 座学 1 1
工業② 実技 1 1
商 業 座学 1
合計 － 0 3 2 1 4 0 0 0 0

課題の「つなぐ」

つなぐＡ 多面的(記述,口頭,図表)な見とりの工夫
→各教科(農業･工業･商業)の学習指導は十分取り組めている

つなぐＥ 計画的(継続的･段階的)な生徒の変容(学習意欲)
→観点別(思考･判断･表現)の継続的な指導とその見取り



②評価について
良い点の「つなぐ」

各教科
授業
形態

つなぐ
（生徒の学習意欲の向上）

つなぐ
（教師の指導改善）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ
農業① 実＋座 1
農業② 実＋座 1 1
工業① 座学 1 1
工業② 実技 1 1
商 業 座学 1
合計 － 1 3 1 2 0 0 0 0 1

各教科
授業
形態

つなぐ
（生徒の学習意欲の向上）

つなぐ
（教師の指導改善）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ
農業① 実＋座 1
農業② 実＋座 1
工業① 座学 1 1 1
工業② 実技 1 1 1
商 業 座学 1 1 1
合計 － 1 3 1 0 1 0 2 2 1

課題の「つなぐ」

つなぐＢ 判断基準を踏まえた評価のポイント
→ワークシートやルーブリックなどを活用した評価は効果的

つなぐＢ 判断基準を踏まえた評価のポイント(ﾜｰｸｼｰﾄ等) 
→判断基準を踏まえた評価のポイント(焦点化･明確化)



③授業展開（課題）について

生徒の学習意欲の向上の「つなぐ」

各教科
授業
形態

つなぐ
（生徒の学習意欲の向上）

つなぐ
（教師の指導改善）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ
農業① 実＋座 1 1
農業② 実＋座 1 1 1 2
工業① 座学 1 1 1
工業② 実技 1 1
商 業 座学 1 1
合計 － 1 2 0 3 2 4 2 0 0

つなぐＤ 学んだことを関連させ、考え、深める問いの工夫
→生徒への発問に工夫が必要

つなぐＦ タイムマネジメントによる「まとめ・振り返り」
を行う「完結型」の授業

→授業におけるタイムマネジメントがうまくいっていない

教師の指導改善の「つなぐ」



Ⅱ 研究内容
１ 資料「各教科における指導と評価の一体化」
について

２ 実践研究による観点別学習状況の評価への
取組みについて

３ 各教科・科目における実践研究について

４ 実践研究における指導と評価の一体化
について
４ 実践研究における指導と評価の一体化
について（取り組みのまとめ）



取り組む注意点、
〇「具体的な評価規準（ＡＢＣ）」を設定すること
〇見取る評価のポイント（判断基準）を明確にして、
生徒の「段階的・継続的な学習活動」を行うこと

(1) 「多面的な見取り」による学習指導【つなぐＡ】

４ 実践研究における指導と評価の一体化について

観点（思考・判断・表現）の学習指導については、
「多面的な見取りによる指導」が効果的である。

例えば、
〇観点を「思考」「判断」「表現」の３つで指導(評価)
〇言語活動で思考を促す発問や表現を深める問いの工夫
〇ワークシートやパフォーマンス評価などの見取り



(2) 「判断基準」を踏まえた評価【つなぐＢ】

４ 実践研究における指導と評価の一体化について

観点(思考･判断･表現)の評価は、「具体的な判断基準
を踏まえた評価のポイント(評価ＢとＡの違い) 」が重要。

例えば、
〇ワークシートやルーブリックなどの評価を明確化
〇既習事項を踏まえたパフォーマンス課題の掲示など

取り組む注意点、
〇判断基準の曖昧さや具体性に欠けていると、学習活動
が本時の目標からズレた活動になりやすい。



(3) 「目標を共有する」授業【つなぐＣ】

４ 実践研究における指導と評価の一体化について

観点(思考･判断･表現)の授業展開は、生徒の学習活動
が多くなりがちであり評価項目も増える傾向にある。
授業で「生徒と目標や評価規準を共有」することで、

教師の指導（活動）の意図が生徒に伝わり、生徒の自主
性と行動が促されることから指導時間が圧縮されて、結
果的に時間のゆとりが生まれる。

例えば、
〇「目標の共有」で生徒の自主的活動を促す

取り組む注意点、
〇タイムマネジメントによる「まとめ・振り返り」を
実施する「完結型」の授業を目指す



(4) 「関連させ･考え･深める」問いの工夫【つなぐＤ】

４ 実践研究における指導と評価の一体化について

観点(思考･判断･表現)の効果を高めるには、生徒への
「問い」により観点や学びを意図的につなげることが効
果的である。

例えば、
〇既習事項とつなげる発問
〇グラフや表をもとに考える発問
〇生徒の発言を深める発問

取り組む注意点、（発問で脱線しないこと）
〇学習活動をつなぐ問い
〇学習目標に導く問い



(5) 「生徒の変容」への取組【つなぐＥ】

４ 実践研究における指導と評価の一体化について

観点(思考･判断･表現)の教育活動は、思考を判断や表
現に継続的･段階的につなげる(考えさせる)ことが重要で
ある。

例えば、生徒の思考を促すため、
〇既習事項と関連付けて考える
〇資料を比較させて考える

取り組む注意点、
〇思考させた生徒の活動(考えた結果)を、「判断」や
「表現」で見取る



(6) 「観点をつなぐ」学習指導(主体的･対話的で深い学び)

４ 実践研究における指導と評価の一体化について

資質･能力の３観点は互いに関連しており、複数の観点
をつなげた授業展開は、互いの教育効果を高めやすい。
各観点を結びつける教育活動は「主体的･対話的で深い
学び（アクティブ･ラーニングの視点）」が効果的である。

例えば、
〇習得した知識･技術を思考･判断･表現を結びつける
→生きた知識・技術の活用

〇思考･判断･表現の学習を新たな知識･技術につなげる

各観点を関連させる効果的な活動
〇個人・ペア・グループ活動などの協働学習
〇学習から発表までのパフォーマンス課題など



Ⅱ 研究内容

Ⅰ はじめに

Ⅲ まとめ

〇資質・能力の三つの柱

〇指導と評価の一体化

共同研究（R2)

学習評価の研究
「見取り・評価方法」

０ 本時の目標

Ⅳ 振り返り

〇観点別学習状況の評価への取組

〇実践研究からの指導と評価の一体化

つなぐ
9つの
ポイント

Ⅲ まとめ

〇職業に関する教科の効果的な学習評価を理解する



県立学校教育課 産業教育班
県立総合教育センター産業教育班

１ 成 果

授業研究＝観点別学習状況の評価
〇成果(効果)
〇課題
〇改善点

資料「各教科における指導と評価の一体化」

〇効果的な評価:パフォーマンス課題やルーブリックなど
〇課 題:観点に沿った学習指導と学習活動
〇改 善 点:目標に準拠した評価規準･判断基準の設定

職業に関する教科における
観点別学習状況の評価の充実



２ 課 題
学校における評価活動

指導と評価をつなぐには、ルーブリックやパフォー
マンス評価、ポートフォリオなどが効果的である。

生徒の資質・能力の育成を
継続的・段階的に行う必要がある

教職員が年間指導計画や単元計画を見通して、
計画的に評価に取り組むまなければならない

指導と評価を一体化につなげる取組

評価活動の充実を図るため、科目目標を達成する
指導と生徒の実態に沿った評価の支援が必要である。



Ⅲ まとめ

Ⅰ はじめに

Ⅱ 研究内容

〇資質・能力の三つの柱

〇指導と評価の一体化

共同研究（R2)

学習評価の研究
「見取り・評価方法」

０ 本時の目標

Ⅳ 振り返り

〇観点別学習状況の評価への取組

〇実践研究からの指導と評価の一体化

つなぐ
9つの
ポイント

〇学習評価＝パフォーマンス課題、ルーブリック
〇評価活動＝具体的な評価と精度を高めるの支援

Ⅳ 振り返り

〇職業に関する教科の効果的な学習評価を理解する



〇研究協力員の感想から

南部農林高等学校
生物資源科 徳永 公男 先生

教科の指導目標と指導項目を意識した単元
計画や評価計画をより具体的にイメー ジし作成
する必要性に気づかされた。

これまでの生徒とは明らかに授業に取り組む
姿勢・考えかたが違ってきていると感じる。

食料生産科 安座間 健 先生



〇研究協力員の感想から

那覇工業高等学校
電気科 具志堅 良 彦 先生

「知識・技術」だけではなく、「思考・判断・表
現」、「主体的に取り組む態度」の観点をふまえ
た授業計画ができるようになった。

すぐに教師に支援を求めていた生徒が「評価規
準」を理解することで、自分の力で学習に取り組
もうとする姿勢が見られるようになった。

南部工業高等学校
機械科 長濱 隆史 先生



〇研究協力員の感想から

那覇商業高等学校 国際経済科
小 原 満春 先生
安座名 清子 先生

指導と評価の一体化を意識した検証授業を通
して、観点別評価の意識が高まり、勉強になった。
検証授業後も協力員2名で評価に関する話を
するようになった。また、学科や教科の職員同士
でも話題に上がることがあり、研究の先取りとし
てもいい機会であった。



◎評価活動は教育効果を高める

Ⅰ はじめに

Ⅱ 研究内容

Ⅲ まとめ

〇資質・能力の三つの柱

〇指導と評価の一体化

共同研究（R2)

学習評価の研究
「見取り・評価方法」

０ 本時の目標

Ⅳ 振り返り

〇観点別学習状況の評価への取組

〇実践研究からの指導と評価の一体化

つなぐ
9つの
ポイント

〇職業に関する教科の効果的な学習評価の理解

〇学習評価＝パフォーマンス課題、ルーブリック
〇評価活動＝具体的な評価と精度を高めるの支援



Ｅ

職業に関する教科における学習評価の実践研究

－ 指導と評価の一体化に向けて －

令和３年度 産業教育班 共同研究

新 垣 安 之 兼 次 あかね 上 唐 由紀子

塩 浜 浄 佐久本 厚 屋 宜 督

徳 永 公 男 安座間 健 長 濱 陸 史

具志堅 良 彦 小 原 満 春 安座名 清 子


